
昭和音楽大学短期大学部カリキュラム・ポリシー

本学は、建学の精神に基づき教育目的を達成するために、ディプロマ・ポリシーを踏まえ、各コー

スの教育課程を編成しています。

   学生は、本学のカリキュラムを 2 年間履修し卒業要件を満たすことにより、専門知識や技能に

加えて、社会人として求められる汎用的能力、態度・志向性も学修成果として獲得することができ

ます。

体系的な教育課程にしたがい学生が主体性をもって学修計画を立てられるよう、コースごとに履

修年次を明記した教育課程を編成しています。「専門科目」、「外国語科目」、「教養科目」の科目区

分を設け、それぞれ履修すべき単位数を定めています。

   その中で、入学者が自ら学修計画を立て、主体的な学びを実践できるように、初年次教育科目

は全学必修としています。また、「専門科目」、「教養科目」の中から、卒業後の進路や将来の目標を

考える指針となる科目をキャリア科目として設定しています。さらに、すべての科目に対してカリ

キュラム・マップを作成し、科目ごとに獲得できる学修成果（専門的能力、学士力）を具体的に示し

ています。

   学生の履修においては、1 年間の履修単位に上限を設け、各科目の授業形態や成績評価方法等

についてはシラバスに明記します。また、単位の実質化を図るため、授業外学修を明確に指示して

います。

● ピアノ、電子オルガン、弦•管•打楽器、ウインドシンフォニー、声楽、合唱指導者、

デジタルミュージック、ポップ＆ロックミュージック、ジャズ、音楽教養、音楽と社会 

各コース

○ 専門的能力

主に「専門科目」を通して、以下を獲得する。

• 基礎力：初年次に、特に主専攻実技の基礎力を確実に身につける。経験や実力に応じてソル

フェージュや音楽理論を基礎から学ぶ。副科実技によって、専門的能力の幅を広げる。

• 技術力：徹底した実技指導を通し、各個人の演奏能力や表現力、創造力等を高める。成果発表

等の実践を通して技術力を身につける。

• 専門知識：音楽理論や西洋音楽史の学修を通して、作曲家や作品について理解する。各コー

スの特色ある必修の専門科目によって知識を深め、コースの枠を超えた多様な専門科目を選

択履修することによって、知識の幅を広げる。

• アンサンブル能力：各々の専門分野において、合奏、合唱、連弾等を経験し、さまざまな形態

のアンサンブルによる多様な表現を身につける。

• 他のジャンルに対する理解力：副科実技を通して、また専攻と異なるジャンルに関する選択

科目を通して、音楽や芸術の幅広いジャンルを理解する。

○ 学士力

「教養科目」、「外国語科目」、「専門科目」の学修を通して、以下を獲得する。授業内容および主

体的学修にお いて、実技・演習形態の授業や、レポート作成、プレゼンテーション等の機会を通し

て、以下を獲得する。

1.知識•理解： 多文化・異文化に関する知識と理解、文化、社会と自然に関する知識と理解

2.汎用的能力：コミュニケーション能力、情報活用能力、論理的思考力、課題解決力

3.態度•志向性：自己管理力、チームワーク、リーダーシップ、倫理観、社会的責任、生涯学習力

4.創造的思考力：主体的な学修によって獲得した知識・技能を、さまざまな場面で自ら創造的

に活用する。特に最終年次において、卒業研究、卒業公演等に取り組むことや、実技試験の

際のプレゼンテーションを通して獲得する。



● バレエコース

○ 専門的能力

主に「専門科目」を通して、以下を獲得する。

• 基礎力：初年次に、特にバレエの基礎力を確実に身につける。経験や実力に応じてソルフェージ

ュや音楽理論、また副科実技によって、音楽に関する基礎力の幅を広げる。

• 技術力：演習科目による徹底した実技指導を通して、各個人の能力や表現力等を高める。成果

発表を経験して、技術を実践的に身につける。

• 専門知識：特色ある必修の専門科目を通してバレエに関する知識を深め、コースの枠を超えた

多様な専門科目を選択履修することによって、知識の幅を広げる。

• アンサンブル能力：演習科目による徹底した実技指導を通して、バレエにおけるさまざまな形

態のアンサンブルによる多様な表現を身につける。

• 他のジャンルに対する理解力：副科実技を通して、また専攻と異なるジャンルに関する選択科

目を通して、音楽や芸術の幅広いジャンルを理解する。

○ 学士力

「教養科目」、「外国語科目」、「専門科目」の学修を通して、以下を獲得する。授業内容および主体的学

修において、実技・演習形態の授業や、レポート作成、プレゼンテーション等の機会を通して、以下を獲

得する。

1. 知識•理解：多文化・異文化に関する知識と理解、文化、社会と自然に関する知識と理解

2. 汎用的能力：コミュニケーション能力、情報活用能力、論理的思考力、課題解決力

3. 態度•志向性：自己管理力、チームワーク、リーダーシップ、倫理観、社会的責任、生涯学習力

4. 創造的思考力：主体的な学修によって獲得した知識・技能を、さまざまな場面で自ら創造的

に活用する。特に最終年次において、卒業公演等に取り組むことを通して獲得する。
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